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発展途上国を対象とした簡易UV計による

有機汚濁測定法の開発

加藤進，佐藤邦彦，吉村英基，岩崎誠二，高橋正昭

Development of Simple Practical COD-Analyzer for Evaluation
of Organic Pollution

Sumu KATO, Kunihiro SATO, Hideki YOSHIMURA, Seiji IWASAKI and Masaaki TAKAHASI

環境に優しい分析方法として簡易 計を開発し，簡単に あるいは を推定できる方法UV COD- CODMn -Cr

を検討した．従来の 計は高価で，持ち運びが困難である点を考慮し，安価でコンパクトな 計のUV UV
開発に努めた．本装置はゼロドリフト，再現性，直線性およびスパンドリフトが少なく，河川水や工場

廃水を用いて，分光光度計と本装置との吸光度の比較を実施したが，有意な差異は認められなかった．

実際のサンプルに適用し， に対する推定式はｙ＝ ×吸光度＋ ( )であった．本COD 60 0.34 R=0.89,n=70-Mn

装置をフィリピン等に持参し，種々の検体の と の関係を求めたところ，良好な回帰式ｙUV254 COD-Cr

=170 R=0.87,n=27×吸光度（ )を得た．このようなことから安価でしかも簡単な有機汚濁の測定に本法は

利用が可能と思われた．
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はじめに

工場廃水，河川や湖沼の有機汚濁を測定する公定方法

は，日本の場合 による酸性 である．このKMnO COD4

方法は有害な試薬を利用しないメリットがあるが，ある

程度の実験設備と測定に最低 分かかることから，こ30
れまでにも，多くの簡易分析方法が報告されてきた．こ

の一つの代表がパックテストによる (アルカリ法）COD
である．現在では，低濃度型も開発されており，誰でも

使用できることから”河川の水質分析体験”等の環境教

育でも広く利用されている．

ところが，前述のパックテストでは 濃度を色標COD
準で比較することから，値の数値化や定量性がやや乏し

い欠点があった．最近，パックテストを開発したメーカ

ーは高品位な 分析法として分光光度計と組み合わCOD
せた水質試験セット（ )を販売している．No.44
一方，東アジアの途上国へ行く機会の多い筆者らは，

常々簡易な 測定法を模索していた．図１にそのフCOD

ローを示すように，我が国以外の の公定法はCOD EPA

が定めている による酸性 である．このK Cr O COD2 7２

COD KMnOの特徴は有機物の分解力が よりも強いこ4

とである．しかしながら，図１にも示したように，

１）有害であり，分析後廃水処理の必要な ，Cr6+

２）触媒として ，HgSO4

を利用しており，決して環境にやさしい分析法ではない．

さらに，反応時間は 時間であり，分析後，はじめに加2

えた の 以上が残留することが必要で，残K Cr O 50%2 7２

留しない場合は再度分析する必要があるために，時間が

かかることから途上国でも 推定のために簡易COD

COD推定法に関する要求が強い．

また，途上国においては，たとえば，フィリピンでは

ケソン市の天然資源省（ ）環境管理局の分析室にDENR

年間で 検体の分析を実施している．同時に，検体6000

採取者と分析者が異なるので，何らかの方法で１次スク

リーニングを実施することができたり，迅速に がCOD

推定できる手法があれば能率向上につながる．





２. 本装置の性能

ここでは，JIS-K0807によって測定機としての性能

（ゼロドリフト，スパンドリフト，繰り返し性および直

線性）をチェックした．その結果おおむねJIS-K0807に

準拠した結果が得られた．その結果を表1に示した．

表１ 本機の性能

ｾﾞﾛﾄﾞﾘﾌﾄ ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾘﾌﾄ 繰り返し 直線性

<１ < < <% 5% 4% 4%

３. 実河川での測定

本装置を三滝川の上流から下流へのモニタリングに適

用した．この河川は鈴鹿山脈に源を発し，三重県四日市
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図 ２ U V計 の構 成

図 3 本 機 と分 光光 度 計 の吸 光 度 の関 係
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市を流下し，伊勢湾に注ぐ２級河川で，河川延長は約

30km，流域には親水公園や水道の採取口がある．上流

部分は湯ノ山温泉街を，下流部分は，四日市中心部を流

れ生活排水が流入している．この河川の河口から上流に

向かって約 毎にサンプリングした河川水の3km UV254

（本機で測定）と の関係を表２に示した．通常環COD

境教育では，上流から下流に向かい，サンプリングし，

水質を比較する．しかし，従来の方法では，水質の定量

化が難しい．しかし，本法を利用すると，流下に伴う汚

染の推移が 吸収値となり明瞭に把握されている．同UV

時に，他の河川で採水した場合にも水質汚濁を 値のUV

比較によって論ずることができ，河川間の汚濁の比較も

可能となろう．

表２三滝川での応用結果

４． 途上国（フィリピンおよびタイ）での応用

フィリピン環境管理局 の協力を得て，当該ラボに(EMB)

持ち込まれた検体（ホテル排水4，発電所排水3，食品工

場排水1，デパート排水1，標準液1）についてフィリピ

ン公定法によって分析した と本機によって得らCOD-cr

れた の吸光度の関係，また，タイ，バンコクで，UV254

大学の池，河川水およびホテル排水等（ ）を分析n=15

して得られた結果を図４に示した．結果をみると，両者

には良好な直線関係

COD-Cr=170×（吸光度）

(n=25 R=0.86)，

が認められ本機によって が十分推定できると思COD-Cr

われる．これらの結果から，発展途上国においても，

UV254 CODによる の推定は十分に可能と思われ，分-Cr

析の省力化に大きく寄与するものと思われる．なお，一

部，本法にもとづく による推定 と実測UV254 COD-Cr

河 口か ら
の距 離
(Km) ｐH E C(µ S/c m) COD (mg/L) UV 254

J R線 高架 下 0 7.4 7 818 3 0 .049
近 鉄 高架 下 3 7.5 8 178 2 .9 0 .049
シ ョッピ ン グセ
ンタ ー ジャ スコ
前 6 7.9 2 157 2 .3 0 .034
知 積用 水 9 6 .9 127 1 .1 0 .007
高角 橋 12 8 .2 117 1 .5 0 .028
矢 合 川 （支 川 ） 7 .5 188 4 .1 0 .076






